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Abstract
We report miscalculations found in applied mathematics examination papers are categorized into several patterns. 
These miscalculations include use of wrong formula, Calculation rule mistakes, giving incorrect sign and number, 
incorrect calculations, and others. Understanding how these mistakes happen will help students avoid these mistakes.

























































































求めた。試験の受験者は 56 名で、その内 1 名
が非同意で、分析対象学生数は 55 名であった。
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公式 Cxdxx  log
1
と同様に





















































間違って、 Cxdxx   21 2
1
としている。
－1 乗を 1 乗としている。正しくは、





ydyy     
これは、y の次数を微分の計算と間違えてい



















  である。 
 
例 6 
  xxxxx exCeCexCxeCeC 22222212221 22 
 ここでは、  xx xee 22 2 と間違えている。そ
のため、指数関数の微分ができていない。指数
関数の微分は、正しくは、   xx ee 22 2 で、 




  xxxx xeCeCxeCeC 22212221 22    
左辺第 2 項の xxe2 を、 xと xe2 との積と理解
できていない。そのため、積の微分ができてい
ない。第 2 項の微分は、正しくは、












































































































































































Cxdxxdyx    log222
1 1   
分母の 2 が分子に移動している。正しくは、

















































係数の 5 が 15 に書き換わっている。正しく
は、
 


























分子の x の 2 乗が 1 乗に書き換わっている。








































































































1 22 xxexxe xx












































































xx xeCxeC 2222 32    
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いないことが大きな原因と考えられる。
ケアレスミスと考えられる「（3）暗算ミス」
が全体の 11.5％、「（4）文字や数字、式の読
み間違いや転記ミス、記述のミス」が全体の
19.1% であり、両方を合わせると全体の 30.6%
である。意外に単純ミスが多いと思われる。
特に、「（3）暗算ミス」は、記憶違いや勘違
いが原因であると思われる。途中経過を省略し
たために間違えたのではないかを思われるもの
も多い。丁寧に計算することで避けることがで
きる可能性があると考えられる。
「（4）文字や数字、式の読み間違いや転記ミス、
記述のミス」も割合として意外にも多く、注意
することで回避できる可能性があると考えられ
る。また、数字や文字を乱雑に書き、読み違え
ているミスもあり、丁寧に書くことで回避でき
るのではないかと思われる。
4．まとめと今後の課題
「応用数学」の試験問題の解答から、学生の
計算ミスのパターンを分類した。本論文では、
大きく 4 つに分類した。
計算ミスというより科目内容の理解が不十分
であることに原因があると考えられるもの、計
算に習熟していないことに原因があると考えら
れるもの、記憶違いや勘違いをしていることに
原因があると考えられるもの、不注意に原因が
あると考えられるものがあった。
これらの計算ミスの原因をさらに詳しく分析
するためにより細分化したパターンの分類と共
にその内容の分析も必要となると考えられる。
また、このような間違いを回避する方法の検
討が今後重要となる。パターンにより回避する
方法も異なると考えられる。
教員が学生の計算ミスのパターンにどのよう
なものがあるかを理解することは講義をするう
えで非常に有用であるといえる。
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